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第 3 章 左室腔内血流動態解析のための主流軸線上速度分布測定法の開発 
左室壁動態解析のための「主流軸線上速度分布測定法」を開発するにあたり，心臓腔内血流（3 次











































部より広い半紡錘形状から MS で心基部が広い漏斗状形状，LS では円筒状形状に変化し，内径変化は
心基部で大きく心尖部で小さいものであった．心室中隔壁と左室後壁の壁厚は，心基部と中央部，ES
と MSの心尖部で増加したが，心尖部のLSは減少した． 







































































の研究成果をまとめたものであり，全編 10 章からなる． 
第 1章は本研究の背景を述べている． 
第 2章は本研究の目的を述べている． 
第 3 章では，超音波ドプラ法に基づく Echo-Dynamography により，3 次元流を考慮
した 2 次元断面における血流の中心を主流軸線として求め，その線上での速度分布から
血流動態を解析する主流軸線上速度分布測定法について述べている． 















第 10 章は結論である． 
以上要するに本論文は，血流動態の情報を利用し，その詳細な解析によって非観血的
な心機能評価が可能であることを示したものであり，医工学及び医学の発展に寄与する
ところが少なくない． 
よって，本論文は博士（医工学）の学位論文として合格と認める． 
